
款 項 目

4 1 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 52,556 585 0 28,884 23,087 44%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

公用車管理(保健衛生総務費) 2,129 0 0 0 2,129 100%

救急医療対策 13,210 0 0 0 13,210

92%

訪問看護ステーション管理 30,636 90 0 28,884 1,662 5%

保健衛生総務事務 6,581 495 0 0 6,086

事業内容

●事業の全体計画
　　尾北医師会等と連携し、市民の健康に寄与するため、各種事業を行う。

●主な事業内容
　・尾北看護専門学校へ補助金の交付
　・がん患者アピアランス支援事業補助金の交付
  ・訪問看護ステーションの運営委託
　・在宅当番医制運営費補助金の交付
　・第二次救急医療対策費補助金の交付
　・小児救急医療対策費補助金の交付
　・公用車の車両買替、維持管理

●主な予算の内訳
　・尾北看護専門学校運営費補助金 　　　　4,374千円
　・がん患者アピアランス支援事業補助金　   800千円
  ・訪問看護事業委託料　　　　　　　　　30,094千円
　・在宅当番医制運営費補助金  　　　　　 1,039千円
　・第二次救急医療対策費補助金　　　　　10,673千円
　・小児救急医療対策費補助金  　　　　　 1,486千円
　・自動車購入費（公用車買替）      　　 1,313千円
　・修繕料（公用車管理）　　　      　　　 264千円

事業の目標

・主治医と連携して要介護者等への訪問看護サービスを行う。
・休日等において、急病者が診療を受けられるよう一次及び二次救急医療への支援を行う。
・地域医療の実施に不可欠な看護師の養成及び確保を図るため、看護専門学校に補助を行う。
・健康づくり事業等に必要な公用車の維持管理を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保健衛生総務費 146

施策事業名 保健衛生総務

事業目的

・尾北看護専門学校の運営に補助し、地域における医療の実施に不可欠な医療従事者の養成及び確保
　を図る。
・医療保険各法及び介護保険法に基づく訪問看護事業を行う。
・市民に対する救急医療体制の確保を図る。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名



款 項 目

4 1 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

保健衛生総務費 148

施策事業名 健康市民づくり基金

事業目的 市民の健康づくりの推進に資するための基金を継続運用する。

事業内容

●事業の全体計画
　 犬山市健康市民づくり基金の設置及び管理に関する条例に基づき、基金の運用を行う。

●主な事業内容
    ・健康市民づくり基金：令和4年度末残高　　 　　        　176,350千円
　　・健康市民づくり基金積立利子　　　　　　　　　　　　         52千円
 
    ・基金を繰入れ,下記の事業に充当
　　　　　健康づくり推進事業
　　　　　　健康マイレージ事業「犬健チャレンジ」 　　　　　 　　　52千円
　　　　　　受動喫煙防止対策事業補助金    　　　　 　　　　    　300千円
　　　　　　飲食店全面禁煙化補助金    　　　 　　　　　　    　　600千円
　　　　　母子健康診査事業
　　　　　　新生児聴覚検査事業        　　　　　　　 　　　　　1,499千円
　

事業の目標 市民の健康づくり、予防医療に活用することで市民の健康寿命の延伸に繋げる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

健康市民づくり基金積立金 52 0 0 52 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 52 0 0 52 0 0%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

健康づくり推進費 148

施策事業名 健康づくり推進

事業目的
市町村健康増進計画「みんなで進めるいぬやま健康プラン21」及び「犬山市自殺対策計画」に基づ
き、健康寿命の延伸を目標に、健康なまちづくりにつなげるよう、各種事業を展開する。

事業内容

●全体計画
　〇令和５年度「第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン21」・「第２次犬山市自殺対策計
    画」策定のためのアンケートの実施と、分析評価を行い、健康課題を抽出し、具体的施策を
    検討する。
  〇人生１００年時代を見据え、高齢者ができるだけ長く自立した生活を送るために、フレイル
    予防事業を展開する。
●主な事業内容
　〇計画策定のため、２つの計画の市民アンケート調査を同時期に実施。
　〇新規事業「フレイル予防でいつまでも元気事業」としてハイリスク者への積極的支援を行う。
　　　フレイルの周知啓発、フレイルチェック票の活用やフレイル手帳の作成、配布。
　〇第２次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１に基づく各種健康づくり推進事業の実施
　　・犬健チャレンジ事業・骨密度チェック・てくてくを活用したウォーキングイベント
　　・各種健康教育、相談。今仙電気開発の歩行測定システムを活用した事業の展開。
　〇犬山市自殺対策計画に基づく事業の実施
　　・精神科医によるこころの健康相談・ゲートキーパー講座
　　・自殺予防週間（９月）月間（３月）周知・自殺対策推進協議会の開催　等
●主な予算の内訳
　　消耗品費478千円、印刷製本費667千円、通信運搬費737千円、プラン計画策定委託料1,946千円、
　　自殺対策計画策定委託料873千円

事業の目標

・「第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン21」「第２次犬山市自殺対策計画」の策定における市
　民アンケートを実施することで、健康課題の抽出から、最終結果の評価を行う。
・高齢者のフレイル対策を推進するために、自己チェックの実施を促し、フレイル予防の啓発を行う
　とともに健康づくりを推進することで、健康寿命の延伸を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

68%

地域自殺対策 2,129 1,036 0 0 1,093 51%

健康づくり推進 6,440 963 0 1,097 4,380

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 8,569 1,999 0 1,097 5,473 64%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

母子健康づくり推進費 150

施策事業名 母子健康づくり

事業目的
安心して子育てができるよう妊婦、乳幼児、保護者に対して健診、相談、教育を行う。
妊娠を望む夫婦等へ一般不妊治療・生殖補助医療に係る費用を助成し、経済的な負担の軽減を図る。
出産後も安心して子育てができる支援体制を確保するため、保健指導等のサービスを提供する。

事業内容

●計画
　・令和５年度…産後ケア事業のアウトリーチ型（訪問）サービスを実施。

●主な事業内容
　〇母子健康づくり・・・妊婦、乳幼児、保護者に下記の相談、教育を行う。
　　母子健康手帳交付、パパママ教室、ベビー測定日、５か月児すこやか広場、１歳児すこやか広
　　場、２歳３か月児歯みがき教室、離乳食教室、親子教室、子育て世代包括支援センター事業
　〇一般不妊治療費助成・・・一般不妊治療に係る保険診療分の自己負担額への助成
　〇特定不妊治療費助成・・・特定不妊治療（生殖補助医療）の保険診療分の自己負担額への助成
　〇母子健康診査・・・乳幼児健診、４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診、産婦歯科健
　　診、妊婦健康診査、産婦健康診査、乳児健康診査、新生児聴覚検査
　〇産後ケア事業
  ・ショートステイ型・・・産後の保健指導を必要とする母子を出産後の一定期間、医療機関等に
　  宿泊させて母体を保護すると共に育児をサポートすることで不安解消を図り、母子の心身の安
　  定と乳児の健やかな成長につなげる
　・【新規】アウトリーチ型・・・産後、自宅に戻った後に支援者がいない産婦に対し、助産師等
　　が自宅を訪問し、育児のサポート等を行うことにより、育児不安を解消し、母子の心身の安定
　　と乳児の健やかな成長につなげる

●主な予算の内訳
　・健康教育医師等報償費　 　　　　　　　  1,340千円
　・特定不妊治療費扶助料　 　　　　　　　 10,000千円
　・産後ケア事業委託料（アウトリーチ型）　 2,828千円

事業の目標

・４か月児健康診査、１歳６か月児健康診査、３歳時健康診査の受診率の維持と更なる向上。
・健康診査対象者アンケート項目の「お母さんはゆったりとした気分でお子さんと過ごせる時間が
　ありますか」（４か月時健康診査）に「はい」と回答する保護者の割合、「この地域で今後も子
　育てをしていきたいですか」（１歳６か月時健康診査、３歳時健康診査）に「そう思う」「どち
　らかといえばそう思う」と回答する保護者の割合を増やしていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

14%

母子健康診査 61,330 2,593 0 1,499 57,238 93%

母子健康づくり 21,866 2,946 0 15,911 3,009

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 83,196 5,539 0 17,410 60,247 72%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 47,086 39,138 0 0 7,948 17%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

17%

 - - - - - - - 

出産・子育て応援交付金 47,086 39,138 0 0 7,948

事業内容

●事業の概要
〇伴走型相談支援の実施
・妊娠届出時にアンケートと面談を実施し、子育てガイドを活用しながら支援策等の情報提供を行う
　とともに、心配事などの相談に応じていく。
・妊娠８か月時にアンケートを実施し、妊婦の状況を把握し、必要に応じて面談を実施する。
・出産後にアンケートと面談を実施し、育児等の相談に応じていく。

〇経済的支援の実施
・妊娠時に５万円、出産後に５万円を給付する。
・令和５年度対象者見込：妊娠480人、出産420人

●主な予算の内訳
・印刷製本費　　　　　　　　　　　　 250千円
・通信運搬費　　　　　　　　　　　　 277千円
・相談記録システム保守点検委託料　　 612千円
・出産・子育て応援交付金　　　　　45,000千円

  ※補助率　経済的支援分：国2/3、県1/6
            事務費　令和５年度上半期：国2/3、県1/6　　令和５年度下半期：国1/2、県1/4

事業の目標
対象となる妊産婦への伴走型相談支援を充実させ、経済的支援も併せて実施することで、妊産婦及び
子育て家庭の精神的及び経済的負担の軽減を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

母子健康づくり推進費 152

施策事業名 出産・子育て応援交付金

事業目的
妊娠期から低年齢の子どもを持つ妊産婦等を支援するため、身近で相談に応じ必要な支援につなぐ
「伴走型相談支援」を実施するとともに、妊娠期５万円、出産後５万円の給付による「経済的支援」
を実施する。（国の令和４年度第２次補正予算成立を受けて、令和４年度から事業開始。）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名



款 項 目

4 1 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

保健予防費 154

施策事業名 保健予防事業

事業目的

・予防接種法に基づく予防接種による健康被害に対し、適切に対処する。
・乳幼児、学童、高齢者等に対し、予防接種法に基づく予防接種を実施する。
・家屋浸水後に発生のおそれがある病原菌による汚染を予防するため、消毒活動を適切に実施する。
・狂犬病予防法に基づき、飼い犬の登録と飼い主への狂犬病予防接種勧奨とその実施を推進する。

事業内容

●主な事業内容
　〇予防接種事故対策
　　・予防接種による健康被害認定者に対する予防接種事故障害年金の支給を行う。予防接種事故対
　　　策委員会により予防接種健康被害救済制度の申請について審議を行う。
　〇予防接種
    ・令和4年度～HPVワクチン接種の積極的接種勧奨再開、令和６年度まで風疹第５期接種延長
　　・乳幼児、高齢者に対し、感染症予防のため、定期予防接種を行う。
　〇予防接種助成
　　・受託医療機関外での予防接種の償還払いや任意の助成事業・定期予防接種償還払い任意予防接
　　　種の助成を行う。
　　・【新規】５０歳以上の希望者に帯状疱疹ワクチンの接種助成。
　〇生活環境衛生
　　・市民が実施する地域猫活動の支援（無料チケットの交付、捕獲器の貸し出し）
　　・市内で亡くなった引取り者のいない死体の埋葬又は火葬に関する費用。
　〇畜犬登録狂犬病予防
　　・畜犬登録情報に基づく飼い主への狂犬病予防注射接種勧奨とその実施を推進する。
　　・飼い犬の登録鑑札と狂犬病予防注射済票の交付。
　　・フン害防止の啓発用看板の配付。
●主な予算の内訳
　　・予防接種委託料　　　　　　　　　　　　268,834千円
　　・帯状疱疹ワクチン接種助成事業　　　　　 22,200千円
　　・登録鑑札注射済票交付事務委託料　 　　　 1,119千円

事業の目標 予防接種により発症予防・重症化予防をすることで市民の健康の保持に努める。
畜犬の登録情報を適切に管理し、狂犬病予防注射の接種率の向上を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

91%

生活環境衛生 523 472 0 0 51 10%

予防接種 305,393 6,771 0 22,200 276,422

0%

 - - - - - - - 

畜犬登録狂犬病予防 1,888 0 0 1,888 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 307,804 7,243 0 24,088 276,473 90%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 14,496 2,018 0 3,808 8,670 60%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

60%

 - - - - - - - 

健康診査 14,496 2,018 0 3,808 8,670

事業内容

●事業の全体計画
　健康増進法第19条の２の規定に基づく各種健診、それ以外の市独自の健診を行う。

●主な事業内容
　①一般健康診査（※）　　対象者：生活保護受給者
　　特定健康診査と同等の健診項目　　市内受託医療機関にて実施
　②肝炎検査（※）　　対象者：40歳以上（生涯１回限り）
　　血液検査　　市内受託医療機関にて実施
　③成人歯科健康診査（※）　対象者：20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳
　　歯周病検診、ブラッシング指導　犬山扶桑の歯科診療所にて実施
　④【新規】オーラルフレイル歯科健診　対象者：60歳、70歳、76歳
　　口腔機能の確認等　犬山扶桑の歯科診療所にて実施
　⑤緑内障検診　対象者：40歳、50歳、55歳、60歳、70歳
　　眼底検査、細隙灯検査、視力検査等　市内眼科医院にて実施
　⑥【新規】アイフレイル眼科健診　対象者：65歳、76歳
　　アイフレイルに関する診察等　市内眼科医院にて実施
　⑦39歳以下健康診査　対象者：18歳～39歳以下で職場等で健診を受ける機会のない人
　　特定健診と同等の健診項目と歯科健診　集団検診

●主な予算の内訳
　印刷製本費：516千円、通信運搬費：751千円、委託料：11,601千円
　（※）健康増進法第19条の２に基づく①～③の健診は県補助金対象

事業の目標
健康診査や各種検診の受診率向上。
健診後の精密検査に繋いだり、生活習慣改善の必要な人への指導に繋げる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保健予防費 156

施策事業名 健康診査

事業目的
各種健康診査や検診を行うことで、健康状態を把握し、生活習慣を振り返り、改善するきっかけにす
るとともに、疾病の早期発見、早期治療に努める。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名



款 項 目

4 1 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 154,544 392 0 38,150 116,002 75%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

75%

 - - - - - - - 

がん検診 154,544 392 0 38,150 116,002

事業内容

●事業の全体計画
　健康増進法に基づき各種がん検診を行う。

●主な事業内容
　〇がん検診
　　＜集団＞検診バスによる検診（胃、肺、乳、子宮）、検体回収：大腸
　　＜個別＞市内受託医療機関による検診（胃、肺、乳、子宮、大腸、前立腺）
　〇胃がんリスク検診　　市内受託医療機関において実施
　〇胸部レントゲン検診（結核・肺がん）　検診バスでのレントゲン検査

●主な予算の内訳
　印刷製本費：1,725千円、通信運搬費：489千円、委託料：152,205千円

事業の目標
受診率向上策として、広報、市ホームページにわかりやすく記事を掲載する。特にがん検診の受診が
勧められている年齢対象者に対し、個別通知を行い、国民健康保険担当、母子保健担当と連携して受
診勧奨する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保健予防費 156

施策事業名 がん検診

事業目的 がん検診の受診促進を図り、がんの早期発見と早期治療につなげる。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名



款 項 目

4 1 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 47,250 0 0 14,980 32,270 68%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

68%

 - - - - - - - 

休日急病診療所管理 47,250 0 0 14,980 32,270

事業内容

●事業の全体計画
　・「犬山市休日急病診療所の設置及び管理に関する条例」に基づき休日急病診療所を運営し、休日
　　における急病患者へ診療を行う。

●主な事業内容
　・尾北医師会に委託しての診療業務（内科及び外科）
　・施設の維持管理業務

●主な予算の内訳
　・光熱水費　　　　　　　 　          1,219千円
　・医薬材料費　　　　　               4,426千円
　・診療所業務委託料                  36,312千円
　・診療所防水改修工事請負費　　　　　 1,653千円

事業の目標 救急の医療を必要とする者に対して応急の医療が行えるように適切に管理・運営を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

休日急病診療所費 156

施策事業名 休日急病診療所

事業目的 休日に救急医療を必要とする者に対して、応急の医療を行う。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名



款 項 目

4 1 6

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

保健センター費 158

施策事業名 保健センター

事業目的
保健センターは母子保健、予防接種、狂犬病予防などの業務を実施する拠点とし設置しているが、昭
和60年の施設建設より37年経過し、施設の老朽化が進んでいるため計画的な維持管理を行う。

事業内容

●全体計画
　　・令和6年度…外壁浮き調査、外壁防水工事（S60施設建築以降未実施）

●主な事業内容
　〇保健センター管理
　　・保健センターの運営、維持管理を行う。
　　　保健センター管理委託業務：清掃、冷暖房設備保守、消防設備保守、自動ドア保守、警備
　　・保健センター建物に関する改修等を行う。
　〇公用車管理（保健センター費）
　　・市民の健康づくりや母子訪問、狂犬病予防注射などの際に必要となる公用車の管理を行う。

●主な予算の内訳
　　　　保健センター清掃業務委託料 　　　1,386千円

事業の目標
安全に事業を実施するために、保健センターの施設管理を適切に行い長寿命化を図っていく。
公用車については、法定点検などを適切に実施し、老朽化した公用車については廃車、購入について
計画的に進めていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

99%

公用車管理（保健センター費） 643 0 0 0 643 100%

保健センター管理 8,346 75 0 0 8,271

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 8,989 75 0 0 8,914 99%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 7

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

市民健康館・さくら工房費 158

施策事業名 市民健康館

事業目的 市民の健康づくりを推進する場の提供により、市民の健康及び福祉の増進を図る。

事業内容

●全体計画
　来館者等が安全かつ快適に施設を利用できるようにサービスの提供、維持管理等を行う。

●主な事業内容
　・市民健康館の維持管理を行う。
　・さら・さくらの湯の運営に係る管理業務を行う。
  ・市民健康館の維持管理に必要な工事、修繕を行う。

●主な予算の内訳
　・総合設備管理業務一括委託料　　　　　　34,381千円
　・施設管理業務委託料　　　　　　　　  　11,544千円
　・光熱水費　　　　　　　　　　　　　　　43,057千円
  ・修繕料　　　　　　　　　　 　　　　　　5,500千円
　・市民健康館営繕工事請負費 　　 　　　　 3,847千円
　・市民健康館自動ドア部品取替工事請負費　 2,123千円

事業の目標
市民の健康及び福祉の増進を図るため、さら・さくらの湯の運営や設備修繕など市民健康館を適切に
管理運営する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

67%

さら・さくらの湯 871 0 0 871 0 0%

市民健康館管理 97,631 0 0 32,380 65,251

100%

 - - - - - - - 

市民健康館営繕 7,106 0 0 0 7,106

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 105,608 0 0 33,251 72,357 69%

 - - - - - - 



款 項 目

4 1 7

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 健康推進課
予算書(P)目名

市民健康館・さくら工房費 158

施策事業名 さくら工房

事業目的 高齢者が要介護状態になることの予防及び健康の維持増進を図る。

事業内容

●全体計画
　・高齢者の介護予防や健康増進を図るため、ものづくりを通じた教室を実施する。
　・さくら工房の維持管理等を行う。

●主な事業内容
　・教室などが安全で快適に実施できるよう清掃、修繕などの施設維持管理業務を行う。
　・陶芸教室、ステンドグラス教室などものづくり教室の実施に伴う運営業務。

●主な予算の内訳
　・施設管理業務委託料　　　　　　1,953千円
　・光熱水費　　　　　　　　　　　1,213千円
　・さくら工房交流事業講師謝礼　　1,600千円
　・消耗品費　　　　　　　　　　　1,327千円

事業の目標
高齢者が要介護状態になることの予防及び健康の維持増進を図るため、教室を開催したり、施設の快
適な運営を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

90%

さくら工房講座 2,927 0 0 2,707 220 8%

さくら工房管理 4,317 0 0 441 3,876

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 7,244 0 0 3,148 4,096 57%

 - - - - - - 


